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                 一般社団法人四日市青年会議所 

                 第６３代理事長 平 田 富 太 郎 

 

 

継往開来とは、先人より受け継いだ事業をさらに発展させ、未来を切り拓くこと

である。 

 

 現在を生きる青年は非常に多くの遺産を受け継いで日々生活を送っている。早朝

に家を出れば何不自由なく日本各地へ移動できる交通網、海外と簡単に連絡を取る

ことができるコミュニケーションツールがその最たる例である。この穏やかな社会

において最も危惧されることは、日常を平時と捉え、継往開来の精神を忘れ成長を

止めてしまうことだ。我々青年はいかなる状況においても、目の前の出来事を有事

と捉え未来を切り拓かねばならない。それが我々青年に与えられた最大の責務であ

り、権利なのだから。 

  

 さて、このまちでも長期的に人口減少が予想されています。都市部への一極集中、

少子化や高齢化、産業構造の変化など要因はさまざまであるが、我々のまちも例外

ではありません。近い将来必ず地域間競争が始まり、人口の増減において近隣市町

村と優劣が生まれます。四日市市は３０万人を超える三重県では最多人口を誇り、

「適度な都会」として名古屋で働く方々が心地よく住み暮らすエリアとして、また

三重県が誇るリゾート地である伊勢・志摩方面へのハブ都市として大きな可能性を

秘めた地域です。現状に満足することなく、将来におけるまちのコンセプトを創り

上げ、地域の青年一人ひとりがまちの未来を語り、先人より引き継いだものを発展

させることで多くの人を惹きつける都市の魅力が実現するのです。 

 

 一人でも多くの青年が日常を有事と捉え、まちの未来を語り、先駆けて行動すれ

ば「明るい豊かな社会」が自ずと引き寄せられると信じています。 

 

 

 

 

 

 

理 事 長 挨 拶 
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四日市市は明治３０年に市制施行され、本年８月１日に市制施行１２０周年を迎

えました。 

本市は、四日市港、石油化学コンビナート等の臨海部を中心に日本有数の産業都市

として発展を遂げてきました。市の人口は三重県最大の３１万にのぼり、経済でも

三重県産業界を牽引する大きな役割を担っています。 

製造品出荷額等は全国の１，７００を超える自治体の中で９位に位置しており、

全国屈指の工業都市としても確固たる地位を築いてきました。 

また、近年三重県北勢地域における広域幹線道路整備が進んでおり、企業誘致及

び生活環境の向上が期待出来、本市は東海地域の中核的都市として更なる発展を遂

げていく可能性も有しています。 

しかし、今、日本が抱える出生率の低迷、人口の東京一極集中という状況の中、本

市も他の自治体と同様、人口減少、少子高齢化等の問題に直面しています。 

人口減少問題はいずれの自治体も抱えている問題ではありますが、日本全体の人

口が減少の道を辿る中、全ての自治体で当問題を解決することは不可能です。 

つまり、今、日本国内で起こっている熾烈な自治体間競争に、四日市市は勝ち抜い

ていかなければならないのです。 

勝ち抜ける自治体として、本市においても更なる魅力向上に努め、多くの方から

選ばれる街であり続けなければいけません。 

１２０年という長きに渡り先人達が創り上げてきた四日市市の歴史をしっかりと

受け止め、子ども達の世代にその伝統と誇りを引き継いでいく責任を我々は担って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市市の現状と課題 



4 |                                                  

 

 

 

 

長期的に人口減少が予測されていますが、その要因には、都市部への人口一局集

中、少子化や高齢化、産業構造の変化などがあります。現在、我々のまち四日市市に

おいては、他市町村に比べ人口が急速的に悪化しているとまではいえず、人口減少

は大きな問題とはなっておりません。しかし、近い将来、必ずこの問題は訪れ、人口

減少による地域間競争が始まることは至極当然のことと考えられます。 

 人口減少によって、どのような結果が待ち構えているのか。おそらく、市の財政が

悪化し、行政サービスが低下、住民税等の増税、それだけにとどまらず、財政不足に

伴う高齢者施設の不足や商工業の衰退までもが懸念されることでしょう。我々の住

む四日市市がこのような最悪のシナリオを迎えることがないよう、現在、我々は何

をしなければならないか。 

 本提言書は、どうすれば四日市市の人口が増えるのか、どうすれば四日市市に

来てくれる人が増えるのか、という２つの視点で作成をしております。そして、

多くの人を惹きつけ、若者から高齢者まで誰もが住みたいと思うまちを目指して、

「教育」「産業」「福祉」「まちおこし」「観光」の５つの観点から提言をまとめました。

本提言書が四日市市政の一助となれば幸いと考えております。 

 

 

 

四日市

教育

産業

福祉
まち

おこし

観光

提言書策定にあたって 



5 |                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言 No1 

「教育」について 

～働くお父さん、お母さんが安心して 

         子育てできるまちづくり～ 
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共働きの家庭において近所に頼れる親族等がいなければ、学童保育所へ通わせる

ことが一般的です。しかし、学童保育所は利用料や定員、親の負担また子どもたちの

人間関係の問題等により、通わせることが出来ない家庭もあります。 

ひと昔前なら、子どもたちは放課後に同級生以外の近所の子どもも一緒に公園等

で遊び、地域の高齢者の方々とのふれあいを通して、他人への思いやりや善悪の判

断、社会マナーなどを身につける機会がありました。しかし、昨今、核家族化が進み、

共働き世帯の増加により家庭や地域社会との関わりが薄れつつあり「学校外」での

子どもの教育機能が低下しています。 

このような社会環境の中、人間形成において大切な時期である小学生時代の過ご

し方の充実が重要となってきます。 

最近は、子どもを狙った犯罪も多く、公園等の大人の目がないところで遊ばせる

事も難しく、自宅でインターネットやゲームばかりしている子どもも多いかと思い

ます。また、複雑な家庭環境のために居場所がない子どももいます。果たして、その

様な状況下で子どもたちが安心して過ごす事が出来るでしょうか？ 

四日市市には、児童館のような親御さんと子どもたちが安心して過ごすことが出

来る施設が少ない上に市の東側に密集しています。また、子どもたちだけで行くた

めの移動手段も無いため近所に児童館等の施設がない場合には利用出来ないのが現

状です。 

 
もっと子供が気軽に行ける施設を作る必要があるのではないでしょうか。 

児童館とは、「児童の健全な遊び場の確保、健康増進、情操を高めることを目的と

した事業内容」であり児童福祉法第７条に規定する児童厚生施設で、すべての児童

（１８歳未満）を対象としております。（開館時間は９：００～１７：００、５月～

８月は９：３０～１７：３０となっております。） 

現 状 と 課 題 

東側に集中 
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四日市市には２４地区市民センターがあり、３８の小学校と２２の中学校があり

ますが、児童館は４施設しかありません。この規模に対して４施設は少ないのでは

ないでしょうか。 

四日市市においても他の自治体と同様に少子化問題を抱えており、平成２２年度

の四日市市の公立小学校に通う生徒は１８，１３６人でありますが、平成３１年度

は１６，２４０人と１，８９６人（１０．５％）の減少が見込まれます。平成２７年

度の児童館の利用状況としては、４施設の子供の利用者の合計が４６，１１２人で

平均１８４人／日。仮に現在の児童数が１７，０００人とした場合、全体の１％とな

ります。 

ここまで利用の割合が低いのは、東側への偏りと小学校区外の児童館への交通手

段に問題があります。施設の増設と安全安心な交通手段の構築が必要不可欠ではな

いでしょうか。 

 

 

 

 

 

●放課後の小学校空き教室を一部児童館として有効活用する。 

●小学校区内の空き家、空き施設を児童館として有効活用する。 

●四日市市と有識者等の児童館準備委員会の立ち上げ。 

 

 

  

 ●子育てしやすい環境が整備されることにより、四日市市の魅力が向上する。 

 ●子育て世帯の定住者が四日市市に増加する。 

 ●出生率の向上が期待できる。 

 ●四日市市の総合計画にある「安心して子どもを産み、育てられる社会の実

現」に向け、一層の子育て支援の充実につながる。 

提 言 

効 果 
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提言 No2 

「産業」について 

～中心市街地東部の活性化～ 
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い 

 

 

中心市街地は、商業・行政・居住などの都市機能が集積しており、歴史の中で文化

や伝統を育んで都市機能を培ってきたまちの顔ともいうべき地域のことを言います。

四日市における、中心市街地は、近鉄四日市駅周辺からＪＲ四日市駅周辺までの地

域を指します。 

現在、四日市市の中心市街地には様々な公共施設や文化施設等の市民生活や活動

を支える施設が多数立地しており、中心市街地の地下には自動車５００台以上収容

できる楠パーキングもあります。最近では、国道１号、中央通り、三滝通り等の幹線

道路が整備されるなど、様々な都市基盤が集中している利便性の高い地域となって

おります。この既存の資源を有効活用し、今以上に賑わいのあるまちとして維持・発

展をさせていくとともに、観光や文化等の拠点として市内外から多くの方々に訪れ

てもらうためには、まちの顔である中心市街地の魅力を高めていくことが必要とな

ります。さらにＪＲ四日市駅周辺には多くの分譲マンションが建設されるようにな

り、中心市街地への人の集中の流れが起きています。そこで、すでに活性化されてい

る近鉄四日市駅周辺だけでなく、ＪＲ四日市駅周辺に焦点を当て、中心市街地東部

を再開発し活性化していくことが中心市街地の魅力を高め、ゆくゆくは四日市の人

口増につながると考えます。 

中心市街地といっても、近鉄四日市駅周辺とＪＲ四日市駅周辺の状況を比べます

と、その賑わいや商業機能において大きな差があります。 

近鉄四日市駅周辺には四日市近鉄百貨店やララスクエアなど大型商業施設が立地し、

アーケードやカラー舗装のある商店街があるなど、三重県内最大の商業集積地とな

っていますが、国道１号線を境にＪＲ四日市駅周辺においては、周辺建物の老朽化

が目立ち、ＪＲの駅舎自体の老朽化も目立ちます。また、ＪＲの利用客においては近

鉄線利用客の１０分の１と、圧倒的な差で都市機能の差があり、ＪＲ駅舎の建て替

えを行政から依頼してもリニアへの投資・投資の優先順位が四日市は低いと判断さ

れたと聞いております。 

ＪＲ四日市駅周辺にまとまった用地としてバスターミナルがありますが、四日市

市とＪＲが約半分ずつ所有しています。ＪＲの土地を借地もしくは購入しなければ

民間主導の駅前開発はできにくい状況にあります。 

 

現 状 と 課 題 
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●ＪＲ四日市駅舎の建替え、駅ビル計画の立案 

●中心市街地で高齢者の住みやすいコンパクトシティ 

●近鉄四日市駅とＪＲ四日市駅を結ぶ交通整備 

●ＪＲ四日市駅前のイベント促進、四日の市との連携充実 

 

 

 

 

 

提 言 
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今後四日市が発展していく為には、産業のまち四日市にふさわしいＪＲ四日市駅

がなくてはなりません。地元企業・大手企業にＪＲ四日市駅周辺に投資したいと思

われなくてはいけません。その為にＪＲ四日市駅舎の建替え及び象徴となる駅ビル

建設をＪＲに投げかけていく継続可能な組織体が必要となります。協議会を設置す

ることで早期実現の可能性が高くなり、組織構成メンバーは行政・市民・企業など幅

広い層で構成します。 

 

官民協働の協議会結成は市が中心となって旗振りをしていただくことで実現し、

公共性と実行力を兼ね備えた今までにない協議会になれる可能性を秘めています。

協議会は期日をもうけて活動し、５年～１０年での実現を目指すべきです。 

官だけの意見では駅舎の建て替え・駅ビル計画の実現は難しいですが、事業性を

考慮した提案や市民が必要としている公共性の高い提案を本協議会からＪＲと交渉

を続けることで①駅ビル計画が達成し、駅ビルができることで中心部への人口集中

の流れができ②コンパクトシティ③ＪＲ駅・近鉄駅の交通網の整備へとつながり、

本当の四日市中心市街地活性化につながると考えられます。 

 

 

 

 

手 法 

中心街東部活性化協議会の設立 
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 ●駅舎や駅ビルの建替えに伴い、ＪＲ四日市駅周辺の資産価値が向上し、固

定資産税等の増収につながる。 

 ●ＪＲ四日市駅の利用客増加に伴い、路線バスやタクシー、近隣駐車場等の

利用客が増加し、地元企業の収入増につながる。 

 ●ＪＲ四日市駅周辺を住みやすくすることで、通勤圏内である名古屋で働く

人たちの居住が望め、人口増につながる。 

 ●近鉄四日市駅とＪＲ四日市駅間を行き来する人が増加することで、商店街

の活性化につながる。 

  

 

 

 

 

 

 

  

効 果 
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５、提言③「福祉」 

 

  

コンセプト：障害者が住みやすいまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提言 No3 

「福祉」について 
～福祉のまち四日市 

「公設公営の福祉避難所」の設置～ 
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阪神・淡路大震災や東日本大震災の教訓から、全国的に福祉避難所の重要性が認

識されてきました。東日本大震災では犠牲者の過半数を高齢者が占め、また障がい

者の割合についても被災住民全体と比較して２倍上まったといわれています。 

その原因を考えみる必要性があると考えます。 

 

現在の四日市市の避難の仕組み 

 

 

現在四日市市では図の様な避難の仕組みになっています。 

避難を開始する場合、まずは地域で指定されている一次避難所に避難することにな

っており、それから必要だと判断された場合、要支援者（高齢者、障がい者）本人の

み二次避難所に移動するという仕組みになっています。 

要支援者（高齢者、障がい者）が余裕をもって避難することができる警報があるに

も関わらず、それではなぜ高齢者や障がい者の死亡率が高いのかを考える必要があ

ります。 

その理由を知る為には、高齢者、障がい者などの要支援者と呼ばれる人々が実際

の災害時にどのような心境であるかを考えなければなりません。 

先に述べました通り要支援者と呼ばれる避難行動に時間のかかる人たち（高齢者、

障がい者）は一般の人よりも一つ前の警報「避難準備・高齢者等避難開始」の発令で

避難を開始する仕組みになっています。しかし実際には最終警告である「避難指示」

が出ても避難に踏み切ることができない実態があるのです。 

現 状 と 課 題 
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なぜならば、避難先での生活の困難が容易に予想できるからです。 

●避難所はバリアフリーになっているか 

●多目的トイレはあるか 

●医療器具、薬は整っているか 

●配給の食事形態はどうなっているか 

●支援物資や配給の配布体制はどうなっているか 

●落ち着けるスペースは確保できるか 

●プライバシーは保たれるか 

●それぞれの障がいへの配慮はどうか 

等々・・・不安要素は数えあげればきりがありません。 

この様な不安から避難すること自体に躊躇し、最後まで自宅に残ってしまったり、

車中泊を余儀なくされたりします。それは最終的には関連死につながるおそれがあ

ります。 

「障がい」の種類はひとくくりではありません。それぞれに必要な支援は全く違

うという認識はまだまだ浸透していません。 

福祉避難所の設置は内閣府においてもガイドラインが示され、全国的にもその重

要性が認識されてきておりますが、現在の四日市市においてこの福祉避難所の整備

が十分できているとはいいがたく、現状ある福祉避難所を充実させるだけでは、そ

の不安を解消することは到底できません。 

福祉避難所自体のあり方を根底から考え直す必要があると考えます。 

大規模震災が起こった際に、特別の配慮を必要とする方々が安心して避難できる福

祉避難所を設置することで、高齢者や障がい者が安心して住めるまちにつながると

考えます。 

消極的にならざるをえない弱者の声を拾いあげ、行政の本気の取り組みなくして

は実現できない大規模な企画でありますが、全国的なモデルケースとなる福祉のま

ち四日市市を実現したいと考えます。 

 

さらなる課題 

 災害発生時用のハンディキャップ専用避難所をつくることは医師、看護士、介護

士を含めた人件費、建設コストなど莫大な金額がかかるためか、全国的に見ても 

公設公営の福祉避難所は全く例がありません。避難体制も一時避難所が特別養護老

人ホームや一般の病院など、現状空床がなければ、ほぼ機能しないことが予想され

ます。その上で、一般の人の避難も同時に行われ始めたら、災害弱者といわれる人は

災害発生時避難において死を意識せざるを得ない状況となります。 

そこでまずは、以下の二点が、最優先として取り組むべき事項となります。 

① ハンディキャップをもった人の正確なレベル、人数把握を毎年確実に集計する。 

② その上で、ケアできる人材がどれだけ必要かを算出する。 
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また、試算、シミュレーション後ではあるが、何日かかけてでも市民全員参加の避

難訓練をすることも必要となってきます。 

さらに、施設を建設するにあたっては、平常時、福祉、医療はもちろんのこと、教

育、産業、観光や研究の分野など様々な観点においても市民が参加しながら税収の

みに頼らず、収益化できれば理想的であると考えます。 

 

 

 

 

 

 ●公設公営の福祉避難所の設置（ユニバーサルデザイン） 

 ●福祉避難所における医療機関との連携 

 ●市による福祉避難所の対象者の把握徹底 

 ●福祉避難所の知識の普及 

 

 

 

● ハンディキャップを持った方でも、災害時、安心して避難できる。 

● 災害弱者の数、状態を日ごろから把握することで、対応策を事前に考える

ことができる。 

● ハンディキャップを持つ方に対しての理解につながる。 

● 誰もが住みやすい四日市につながる。 

   

提 言 

効 果 
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提言 No4 

「まちおこし」について 
～よっかいち万博の開催～ 
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 四日市市は人口３０万人以上が住み暮らす、三重県内でも最多人口を誇る都市で

す。西に目を向ければ、幾筋もの河川に育まれた田園が広がり、御在所岳などの山々

を望むことができ、全国的に知られるお茶の産地、水沢に広がる茶畑もあります。東

に目を向ければ、コンビナートの工場夜景が広がり、２０１０年度からは夜景クル

ーズとして工場夜景の美しさを見出す人々が増えてきています。 

 このとおり、四日市市は美しい自然や豊かな食・ものづくり、コンビナートの近代

的景観といった、全国に積極的にアピールする観光要素がたくさんあるのです。 

 しかし、全国から見て、「四日市市」というまちの知名度や観光客数を見ると、三

重県の中でも四日市市はあまり上位にはありません。 

  

  【平成２８年度 三重県の観光レクリエーション市町別入込客延数】  

四日市市 ７７６，９２７ 

桑名市 １８，１００，９２３ 

鈴鹿市 ４，７２３，４２５ 

菰野町 ２，３１３，９４４ 

津市 ４，２２０，２４１ 

松阪市 ２，３４７，９１７ 

伊勢市 １８，２６８，２４０ 

鳥羽市 ４，４４１，４４１ 

志摩市 ３，８６９，１４８ 

伊賀市 ２，３４５，７７２ 

名張市 １，２６５，８５３ 

尾鷲市 ６１４，６４４ 

熊野市 １，１１０，０１３ 

紀北町 ２，１４０，３８６ 

          （三重県が行った観光客実態調査から一部抜粋） 

 

 他の市町と比べ、四日市市が格段に少ないことがわかります。 

 また、以下は、全国の地域ブランド調査・市町村別ランキングの結果です。 

 

 

現 状 と 課 題 
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 １０４７の地域を調査対象とし、全国 3 万人が各地域のブランド力を評価する日

本最大規模の消費者調査で、株式会社ブランド総合研究所が行った全国調査であり

ます。三重県は３２位に伊勢市、４０位に志摩市、７５位に鳥羽市が入っており、

残念ながら四日市市は上位１００位には入っていません。 

 以上のことから、「四日市市」は三重県内の他の市町に比べ、観光客数が少な

く、知名度があまり高くないということがわかります。 

 四日市市に住む我々市民としては、できればこの結果をもっと良くしたい、たく

さんの方に来ていただきたいし、四日市市というまちを全国的に知ってもらいたい

と、当然思うところであります。 

 これから起こる熾烈な自治体間の競争に勝ち抜いていくためにも、四日市市の魅

力をさらに向上させ、多くの方から選ばれるまちとしてあり続けていかなければな

りません。 

 そこで、我々が目を向けたのは、四日市市をアピールし、多くの観光客を招くこ

とができるまちおこしイベントの開催です。 

 現状、四日市市統計書（「平成２６年度版」２０１７年６月１２日更新）におけ

る四日市市の観光・スポーツ・レクリエーションの項目を見ると、四日市のイベン

トには以下のものしかありません。 

 

【イベント参加者（来場者）の推移】から抜粋 （資料：観光推進室） 

イベント 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

大四日市まつり １６７，０００ １９９，９００ ２１０，６００ 

四日市花火大会 ３４，０００ ３８，０００ ３２，８００ 

全国ジュニア自転車競技大会 ４３９ ４４０ ５１４ 

夜景クルーズツアー ３，０１１ ３，７７５ ３，６６５ 

 

 もし、全国的に四日市市を注目してもらい、四日市市に全国から人を集めようと

考えると、このイベントではなかなか物足りなさを感じないでしょうか。 

 そこで我々は、四日市市をもっと全国に広めるため、全国的に注目される大きな

イベントとして、以下のことを提言いたします。 

 

 

 

 

 

 ●市内各地で一斉にイベントを行い、市民だけでなく全国的に注目をされる

大きな博覧会、「よっかいち万博」の開催。 

提 言 
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  ①四日市市内の企業展（市内企業や工場を一斉公開、就職説明会等） 

  ②超絶四日市祭り（四日市祭りをはじめ、市内各地のお祭りを一斉開催） 

  ③芸術祭（音楽、演劇、ダンス、書道等の展示やイベント開催、萬子焼祭り等） 

  ④菓子博（市内の和洋菓子店のコンテスト） 

  ⑤フルマラソン（コンビナート夜景を背景にゴール） 

  ⑥世界のレストラン（市内在住の、世界各地の方に自国の料理を作ってもらい、

異文化コミュニケーションを図る） 

 

 

 

 

   佐賀県鹿島市においては、「鹿島酒蔵ツーリズム」というイベントを年に１回

開催しています。これは、６つの酒蔵が同時に蔵開きを行うほか、これまで市

内で別々に開催していた「花と酒まつり」、「発酵まつり」等といった地域活性

化イベントと協力・連携しすべてのイベントを同日開催することで始まったも

のです。記念グッズ等の販売等も行っており、過去４年間の開催では、いずれ

も鹿島市の人口以上の来場者が訪れ、酒スイーツの開発等、他の産業にも波及

しているという効果がありました。平成２７年３月２８日、２９日に開催した

「鹿島酒蔵ツーリズム２０１５」では、佐賀県嬉野市の酒蔵 3 蔵も新たに参加

し、過去最高の７万人の動員をしました。 

 

よっかいち万博の提案例 

よ 

全国に見る他の事例（佐賀県鹿島市における事例） 

よ 
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 ●地域イベントを開催することにより、社会的効果（地域風土や住民力の仕

組みを変革する）・文化的効果（地域が持つ独自の資源を大切にする）・経

済的効果（地域の産業を元気にする）という大きな効果が期待でき、新た

な地域の活力が生まれる。 

 ●四日市ブランドを発信することで、知名度の向上や産業振興を図ることが

できる。 

  

効 果  
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 ●四日市の人口流出を防ぎ、人口増加が見込める。 

 ●四日市が全国的に注目される都市となる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提言 No5 

「観光」について 
～外国客船歓迎イベントの開催～ 
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観光面における四日市市の現状と課題 

市外の人々にとっての四日市市は、コンビナートやかつての公害問題の認知度の

大きさの影響もあり「工業都市」であるイメージが非常に大きいと考えられます。

また、現在の四日市市を訪れる人々の来訪目的は、市内企業・工場への出張などが

多くを占めます。 

では観光目的での来訪はどうかというと、四日市市に「来る」人は多いものの、

その人たちの目的地はほとんどが近隣市町村のレジャー施設であるのが実情です。

毎週末、市内ホテルに宿泊する人たちの利用動機はレジャーであるものの、桑名市

内や鈴鹿市内への観光における宿泊拠点として四日市市に立ち寄るのみであるケー

スが圧倒的であり、また名古屋～大阪、桑名～鈴鹿・伊勢の中間に位置するという

立地上の特性とアクセスの良さから、四日市市がハブ都市（移動中継地）としての

機能を持つこともこの傾向を後押ししています。 

 これらの点から見えてくる観光面における四日市市の今の姿は、「訪れる人は少

なくないが目的地にはなりえず、通過されるだけの都市」であると考えます。近隣

都市へのアクセスの良さが市の大きな強みといえる一方、市外観光地への流出を促

す要因にもなっているのが現状です。 

 他方、四日市市には市外に誇れる観光資源も間違いなく存在します。先述した工

業都市のイメージが強すぎるため目立たないものの、それぞれに着目すると十分に

誘客を見込める観光資源は市内に点在しています。しかしながら、市外大型レジャ

ー施設に比べての知名度の低さや、市内観光地間の距離的ストレスから、来訪者が

時間とお金を使ってくれるほどの観光価値は創出できていません。市外へ発つには

十分なインフラを備えながら、市内の来訪スポットを周遊できる環境は整っていな

いのも四日市市の大きな課題と言えます。 

 

大型外国客船寄港と、そこから見えてくる課題 

 以上のような課題を抱える四日市市において、２０１８年度四日市港への大型外

国客船の初寄港が予定されています。クルーをあわせて２，０００人以上規模の大

型客船の寄港は、観光政策における大きなチャンスとなると考えられる一方で、乗

客が下船後にどこで何をして過ごすかに注目してみると、手放しで喜ぶことができ

るトピックではないことが分かります。 

乗客は予約時・乗船時において、寄港地で参加する観光ツアーをすでに決めてし

まっており、その多くが京都・奈良方面、および伊勢方面へのツアーであると見込

まれます。この点については、すでに大型外国客船の寄港実績のある横浜港におい

現 状 と 課 題 
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ても、同様の事例が生じていることが報道されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京などの大きな観光目的地までのアクセスの良さ、距離・時間的ストレスの少

なさがその要因のひとつと考えられますが、これは京都・奈良・伊勢、または名古

屋といった観光目的地に囲まれ、かつアクセスも良好な四日市市にも全く同じこと

が言えるのではないでしょうか。さらに、残念ながら横浜よりもはるかに観光地と

しての認知度の低い四日市市にとっては、この「素通り」傾向がより顕著に出現す

ることは容易に想像できます。 

オプショナルツアー参加客に素通りされず、またツアー不参加客が船を下りて楽し

んでくれるよう、寄港地としての出迎え方を考える必要があると言えます。 

 

誘客に必要な長期的取組 

 先述のとおり、来訪客が時間とお金を使ってくれるような観光価値を創出できて

いない今の四日市市では、「ハブ都市」以上の都市になるのは難しいと言えます。 

そこで、観光面における四日市市の発展に向けて、まず提言させていただきたい

のが「四日市を起点とした観光ルートの形成促進」です。ハブ都市の強みを活かし

ながら市内にも観光目的地になりうる魅力を生み出すことで、旅程に組み込みやす

い観光都市化を図ります。その結果、四日市市が「観光客の旅程におけるひとつの

起点」になることを目指します。 

 まず観光ルートの具体案として、四日市市を起点とした京都・奈良・伊勢への

「旧東海道ルート」を挙げます。近年インバウンドを含めた多くの観光客に選ばれ

ている旅程に「昇龍道」「ゴールデンルート」と呼ばれる観光ルートがあります

が、これらと並ぶ観光ルートしての認知を得られれば、そのルート内の一地点であ

る四日市市への誘客にも繋がります。 

ここで「旧東海道」をテーマに設定したのは、京都・奈良・伊勢への行程にスト

ーリー性を持たせられることが最大の理由です。ルートを巡る旅程内の各スポット

を並べた際に一貫性を保つことができ、かつ深堀した一つのテーマを持たせること

で、ルートとしてのパッケージングが容易になるというメリットが生まれます。 

2017 年 5 月 18 日神奈川新聞より 

出典：http://www.kanaloco.jp/article/251663 より抜粋 

 横浜港に外国客船の寄港が増える中、部局横断で外国人観光客誘致に取り組む神奈川県横浜市

が、試行錯誤を重ねている。大型客船の乗客は 2 千～3 千人もの規模に及ぶが、その多くが横浜

を“素通り”して都内などに向かうとされる。誘致を地元経済の活性化につなげたい考えだが、有

効策を打ち出しかねているのが実情だ。 

 （中略）乗客は予約時や乗船時にすでに寄港地での観光ツアーを決めているためだ。  

 市観光振興課によると、「課題は市内の観光地を巡る外国人向けツアーが商品化されていないこ

と」とはっきりしている。 

 

http://www.kanaloco.jp/article/251663
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 さらにこの「パッケージングの容易さ」は、個人旅行者へのアピールはもちろん

ですが、ツアー会社へのアピールにおいて大きな効果が期待できると考えます。個

人旅行者への“バラ売り”よりも、先述の外国客船の下船時オプショナルツアーなど

のように、ツアー会社の商品として販売される方が観光都市としての認知度向上に

つながると言えます。 

 加えて、この「旧東海道」というテーマは、京都等を最終目的地とした既存のツ

アー商品の一行程に矛盾なく追加しやすいというメリットもあります。 

 しかしながら、それらだけでは四日市市は素通りされる都市から変わることはで

きません。四日市市から京都等へのルートが充実しても、四日市市内で時間とお金

を使える環境を整備しなければ、ただの出発地点にしかなりえず、経済的な効果も

限定的なものになります。 

 必要なのは、市内において観光価値を創出でき、旧東海道ルートへの玄関口たり

うる施設であると考えます。 

 具体案として、「旧東海道の街並みを再現した観光施設」の造成を提言致しま

す。近年の国内外の旅行トレンドにおける最もニーズの高い要素として「モノより

コト（体験）の消費」、「SNS 映え」が挙げられることが多くなっています。これら

のニーズに応えることができ、さらに京都等に向けた「旧東海道」のテーマから逸

脱することなく、施設単体でなく“京都等までの一本の線”として売込ができる観光

資源が必要となります。 

 

短期的視点からの提言 

ただし、これらの取り組みは四日市市内だけでは実現できない広域的なものであ

り、また観光施設を一から作るとなると２０１８年の外国客船寄港には間に合うは

ずもありません。DMO（※）をはじめ広域的な観光戦略がトレンドではあるもの

の、時間的・予算的な壁も多く、実現に向けた道のりは長く険しいと言わざるを得

ません。 

そこで、将来的に観光ルート形成を目指す中で、来年の外国客船寄港をひとつの

フェーズとして捉え、そこに向けた短期的視点から以下の提言をいたします。 

 

 

 

 

 

 

※ＤＭＯ  官民などの幅広い連携によって地域観光を積極的に推進する法人組織（Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ 

Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ／Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ）の略。地域が一体となって市場調

査や情報発信、収益事業などを展開する。観光庁には設立予定を含め１３４件が登録されている。 
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 ●四日市港お出迎えイベント「四日市大茶会」の開催 

 

   

   

  寄港・下船地すぐの場所で実施する茶会。様式・作法などの伝統に沿う茶会だけ

でなく、カジュアルに茶・菓子を楽しむことができるお出迎えの場を提供する。

萬古の湯呑、かぶせ茶、永餅などの菓子とともに、諏訪太鼓などの演目も楽しめ

る。 

 

  

 

  四日市港ポートタワー付近にて、東海道の茶店をイメージした会場を設置。 

 

 

 

 

  大型外国客船寄港日の停泊時間中。 

  メイン時間は下船からツアーバス出発までの一時間程度だが、ツアー不参加者

の呼込のため、客船出発時間までは受入を継続。 

 

  

 

・萬古焼の湯呑・皿（可能であれば工芸体験） 

  ・水沢茶 

  ・和菓子 

  ・諏訪太鼓などの芸・見せもの 

  ・ほか近隣市町村からの提供品協力依頼 

 

 

しかし本イベントの運営にあたっては、避けて通れない大きな問題点が残りま

す。行政の限られたリソースでは下船時の入国手続・税関手配などの煩雑な業務で

手一杯となることが見込まれ、その結果イベント運営の担い手がいなくなり実施が

できない、ということになる可能性が高いと考えます。 

 つまり、本イベントの実現のためには市民の参加によるマンパワーの確保が重要

提 言 １ 

イベント概要 

場 所 

日 時 

提供するもの（茶会での提供とともに、会場内での物販も実施） 
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な要素となります。すでに四日市港クルーズファンクラブ設立などにより市民参加

を図られておりますが、市民・民間団体が取組の主役となることで市民のさらなる

積極的関与を促進するため、官民の垣根を越えたイベント運営組織の結成を提言い

たします。 

 

 

 

 

 

 ●新たな官民合同組織によるイベント運営 

 

提言１（４）項にて挙げたものなど、本イベントにおいては行政だけでの運用で

なく市民、および民間業界団体による協力が不可欠となります。また先述のとお

り、行政のマンパワーだけではイベント運営までケアができず、実施自体が立ち消

えになる恐れもあり、その懸念の解消のために必要なリソースは民間から供給する

以外ありません。 

先日発足した四日市港クルーズファンクラブは、寄港に関する情報提供や船内見

学会の実施などの会員特典を設けており、市民への大きなアピールを実現できてい

ます。この“対個人”での参加促進に加えて必要になるのが“対団体・対組織”での取

組になると考えられます。先述の「運営の担い手」という観点からも、一定のノウ

ハウと実行力を持った組織の参加は必要不可欠ではないでしょうか。 

そこで、行政と民間各業界団体が集い、ひとつの組織としてイベント実現に向け

た取組を進めていける枠組が必要になります。また、ひとつの組織に属しながらも

各分野においてはそれぞれが主導をすることができる組織にすれば、各団体のノウ

ハウを大いに発揮でき、かつそれぞれの団体内での参加意識も高まり人的資源の確

保につながります。 

 

【組織イメージ】 

 

提 言 ２ 
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 図１のとおり、イベント運営において発生するすべての業務・作業を分野ごとに

細分化し、それぞれを担当する団体を選定します。各団体は自分野での作業を主導

しながら運営を行います。また民間団体だけでなく、必要に応じて行政機関も一団

体として加わることとします。それにより、例えば民間だけでは行えない当日の公

道使用調整や、団体をとりまとめる運営母体の役割を行政が担い、他方で提供品の

生産・手配、イベントの運営・設営など専門的なノウハウを要する部分においては

民間が主導することで、互いの弱点となる部分を補完しあうことが可能となりま

す。特に本取組のスタート部分である活動への参加要請や、その後の PR 活動など

は、民間による声掛けのみでは「市民の一部による呼びかけであり、その人たちが

主役になる活動への関与要請」と認識されてしまう可能性もあるため、行政の主導

による活動の展開が不可欠となります。 

 

【発足からの流れ】 

 
 

まず必要となる組織の運営母体を行政により発足させます。運営母体は、活動にお

ける参加団体の取りまとめ、団体間の諸調整、イベントまでのスケジューリングな

どを実施しますが、最初に必要となる重要なプロセスが「分野ごとの主導団体の選

定」になります。 

各分野を担う団体の選定につきましては、市の経済的発展を期待し、市内の団体お

よび企業より選定したうえで行政から参加要請を行いますが、選定対象の抽出は、

四日市市商工会議所からの推薦を依頼します。公平性を求められる行政にとっては、

選定・推薦の根拠、および第三者視点が必要となるためです。 

 

 

 

 

 

冒頭で述べたとおり、四日市市を観光的側面から見たとき、周辺の観光都市までの

整ったインフラこそが市の観光分野における成長を阻んでしまっていることに気づ

きます。もちろん、ハブ都市として受ける恩恵はゼロではありませんが、いわば“市

内解決型”の観光価値は残念ながら生み出せておらず、また既存の観光資源と市内環

境のままでは、この課題は解決しないと考えます。 

最後に 
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いま、この状況下に訪れた「外国客船寄港」という大きなチャンスを活かすため

には、行政と民間の融合により実現が可能となる新たな解決策が必要になります。

今回の提言がその解決策となりうることを信じての提言とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

● 四日市市内でお金と時間を使ってもらえる観光環境の実現 

● ハブ都市としての都市機能の充実 

 

  

効 果 
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 ２０１７年２月、「未来創造コミュニティ」を設立し、１年間市民の方と共に、「こ

のまちの人口を増やし、このまちに滞在させ、経済活力を向上させる」をコンセプト

に、四日市市の人口を増やしたい、四日市市に多くの方に来てもらいたいという想

いで活動を続けてまいりました。 

 今回、提言でまとめた５つの観点は、すべてこの想いにつながりを持っています。 

 子育て世代の持つ不安が解消され、ハンディキャップを持つ方々も安心して一緒

に住み暮らせる都市は、我々四日市市民だけでなく、誰もが四日市市に住みたいと

思う魅力ある都市につながります。 

 中心市街地東部が活性化することで、地域がにぎわい、地元企業が恩恵を受ける

だけでなく、名古屋へ通勤する方々が住み暮らすエリアとして発展すれば、四日市

市の人口が増えることにつながります。 

 よっかいち万博なる大イベントが成功すれば、この四日市市が全国的にも注目さ

れ、日本各地からこの四日市市を訪れる観光客が増えることにつながります。 

 また、四日市市が伊勢・志摩・鳥羽や京都・奈良などの観光地へのハブ都市として

の強みを活かしながら、四日市市独自の観光目的地となりうる魅力を生み出せば、

四日市市に立ち寄っていただく方々が増えることにつながります。 

 「四日市市」が、今以上に市民に愛される、誰もが一度は訪れたいと思うような、

魅力ある都市へと近づくため、本提言書を策定いたしました。 

 本提言書に共感していただき、実現に向けて実行していただければと存じます。 

  

 

 

  

魅力あるまち四日市に向けて 
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